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△1 フローシート
△2

変更No, 来歴 変更日 名称 ガスバーナー・3位置制御盤（ダイレクト点火）

　６．復帰判断が可能の場合、運転切替に戻ります。

　５．復帰判断が不可の場合、異常停止に戻ります。
ON10s

　　　できます。
TD2

　４．運転切替を（停止）にする事でブザーランプをOFFに
OFF

ON

　３．復帰指令は、端子（RE1・RE2）を短絡して下さい。
OFF

　　　確認し、除去してから２秒長押しして下さい。

　２．復帰指令と復帰ボタンをご使用する場合は異常の原因を

　１．燃焼が停止している事を確認下さい。
5s20s

異常時の動作又は操作フローについて
TA1TD1

HV

１１．制御中は目視にて火炎の状況を確認下さい。
コードP6

ON

１０．高燃焼指令は、端子（HL1・HL2）を短絡して下さい。
正常OFF

　９．定常燃焼中は目視にて火炎の状況を確認下さい。
BC 異常運転

　８．着火後は目視にて火炎の有無を確認下さい。
5s停止 送風

　　　ご確認下さい。※2V以上かつ安定
G1

　７．着火時はバーナリレイにてフレーム電圧値を
IG

　６．点火後は目視にて火炎の有無を確認下さい。
コードP5

BM

　　　ご確認下さい。※2V以上かつ安定
正常ON

　５．点火時はバーナリレイにてフレーム電圧値を
可能BC 異常OFF

　４．運転条件確認はすべての条件の短絡を確認して下さい。
不可5s

　　　確認して下さい。
LVBC

　３．燃焼前と燃焼中に燃料の供給圧力が適正か
XD2IGCF

　　　※初期値５秒（最小値５秒）
コードP4

W1

2秒長押し
　２．燃焼制御タイマは適切な時間に調整をして下さい。

正常PS24

　１．燃焼前にバーナ仕様の確認をして下さい。
コードE0

PB1BM 異常ON

燃焼時の動作又は操作フローについて
正常NFB2

コードE1

BC 異常

　８．バーナ指令は、端子（BR1・BR2）を短絡して下さい。
BZR正常

　７．パージ指令は、端子（PR1・PR2）を短絡して下さい。
コードE0

停止FH 異常BD

　６．ブロワ指令は、端子（FR1・FR2）を短絡して下さい。
CS1正常ON

コードE0
　５．運転切替は（停止・送風・運転）切替スイッチです。

FL 異常NFB1

　４．遮断器にて電源投入後は機器の起動を確認して下さい。
OFF正常

2秒ON
　　　※初期値10秒（最小値10秒）

AS 異常

コードE0

ON

　３．点火タイマは適切な時間に調整をして下さい。
正常ELB

ON

　　　※初期値20秒（最小値10秒）
コードE0

BZRIL 異常

　２．パージタイマは適切な時間に調整をして下さい。
XD13s

運転時の動作又は操作フロー 燃焼時の動作又は操作フロー 異常時の動作又は操作フロー 運転時の動作又は操作フローについて

　１．電源投入前に制御仕様の確認をして下さい。
コードP1

電源

主電源投入

主幹

漏電遮断器

ブロワ制御器電源投入

ブロワ制御器

過電流遮断器

ブロワ制御器

(ON)

異常停止

異常リレイ

(ON)

ブザーランプ

(ON)

運転切替スイッチ

ブザーランプ

(OFF)

復帰ボタン

復帰リレイ

(ON)

復帰判断

復帰指令

端子：RE1・RE2

運転条件確認

外部条件

空気圧低

燃料圧低

燃料圧高

疑似火炎

ブロワ

受電ランプ

(ON)

バーナーリレイ

(ON)

スイッチング電源

(ON)

盤冷却ファン

(ON)

計装電源投入

計装

過電流遮断器

ブロワモーター

(ON)

プレパージ

ブロワ指令

端子：FR1・FR2

パージタイマ

(ON)

点火タイマ

(ON)

点火準備

運転切替スイッチ

パージ指令

端子：PR1・PR2

バーナ指令

端子：BR1・BR2

運転切替

点火

点火トランス

(ON)

点火電磁弁

(ON)

点火検出

点火確認

燃焼ランプ

(ON)

点火トランス

(OFF)

火炎検出

着火

高燃焼電磁弁

(ON)

燃焼制御タイマ

(ON)

定常燃焼

低燃焼

高燃焼

高燃焼指令

端子：HL1・HL2


